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『
あ
の
日
か
ら
一
〇
年
に
な
り
ま
す
。

地
震
、
津
波
、
原
発
事
故
は
、
美
し
く
穏
や
か
だ
っ
た
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。

大
切
な
人
と
の
別
れ
や
、
見
え
な
い
放
射
線
と
の
戦
い
が
あ
り
ま
し
た
。

避
難
し
て
仮
設
校
舎
に
通
学
し
た
子
が
成
長
し
、
成
人
を
迎
え
て
い
ま
す
。

他
方
で
、
い
ま
だ
行
方
不
明
の
ま
ま
、
心
も
体
も
ふ
る
さ
と
に
帰
れ
な
い
子
が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
年
月
に
思
い
を
は
せ
る
時
、
「
も
う
一
〇
年
」
「
ま
だ
一
〇
年
」
と
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
原
発
事
故
に
よ
る
地
域
社
会
の
分
断
、
風
評
被
害
、
差
別
・
偏
見
と
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
戦
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
二
〇
二
一
年
、
世
界
は
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
禍
の
な
か
に
あ
り
ま
す
。

自
由
や
ぬ
く
も
り
を
奪
わ
れ
、
不
安
と
息
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

一
〇
年
前
と
同
様
に
、
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
は
な
く
な
り
、
本
当
に
大
事
な
も
の
は
何
な
の
か
、
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
暗
闇
の
中
か
ら
一
歩
ず
つ
、
復
興
の
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

原
発
事
故
に
よ
る
避
難
指
示
区
域
は
五
分
の
一
に
縮
小
さ
れ
、
道
路
や
鉄
道
が
開
通
し
、
学
校
や
病
院
が
再
開
す
る
中

で
避
難
し
て
い
た
人
た
ち
も
徐
々
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
拠
点
が
で
き
、
日
本
酒
や
果
物
を
は
じ
め
と
す
る
県
産
品
が
高
く
評
価
さ

れ
、
誇
り
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
避
難
者
は
い
ま
だ
三
〇
〇
〇
〇
人
を
超
え
て
お
り
、
当
時
の
傷
が
癒
さ
れ
ず
苦
し
む
人
が
い
ま
す
。

復
興
が
進
む
に
つ
れ
地
域
差
が
う
ま
れ
、
さ
ら
な
る
孤
独
に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

時
間
の
経
過
が
も
た
ら
す
風
化
や
関
心
の
低
下
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
廃
炉
に
向
け
た
長
い
道
の
り
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

一
〇
年
を
経
て
、
光
と
影
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
強
ま
っ
て
き
た
の
が
現
実
で
す
。

そ
れ
で
も
、
復
興
の
軌
跡
の
中
で
強
く
な
れ
た
こ
と
、
成
長
で
き
た
こ
と
、
結
ば
れ
た
絆
が
あ

る
こ
と
も
確
か
で
す
。

震
災
が
な
け
れ
ば
出
会
わ
な
か
っ
た
方
々
と
の
ご
縁
と
協
働
が
あ
り
ま
し
た
。

県
民
の
皆
さ
ん
、
福
島
に
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
未
来
に
向
け
て
、
次
の
一
〇
年
に
踏
み
出
し
ま
す
。

こ
こ
に
う
つ
く
し
い
ふ
る
さ
と
を
取
り
戻
し
、
活
力
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
福
島
を
築
い
て
い
く
こ
と
を
、
改
め
て
誓
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
誇
り
に
思
え
る
福
島
を
』

　

二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
に
三
陸
沖
で
、
深
さ
二
十
四
キ
ロ
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
、
最
大
震
度
７
の
大
震
災

が
お
こ
り
ま
し
た
。
二
二
〇
〇
〇
人
を
超
す
死
者
・
行
方
不
明
を
出
し
た
大
震
災
か
ら
一
〇
年
が
経
ち
、
被
災
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
福
島
県
よ
り
読
売
新
聞

へ
投
稿
記
事
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

二
〇
二
一
年
三
月
十
一
日　

福
島
県

東
日
本
大
震
災
あ
れ
か
ら
一
〇
年
・
・

　読売新聞社では東日本大震災から 10年となる 3月 11日にインター

ネット上に、くらし×防災メディア『防災ニッポン』を開設しました。

　今もなお、大規模水害や地震など、多くの自然災害が発生してい

ます。

　誰もが災害と無縁でいられない時代、ならば【防災】をもっと身

近に暮らしのなかに位置付けたいとの思いで作成されました。

　行政や企業などの防災に関して取り組みを発信されます。

その時に、大切な命を守ることができるように、家族と心が温まる

時間を過ごすことができるように

「あってよかった」「知っててよかった」と

安心できるように「くらしのなかにある防

災」という文化を創っていきたいと思って

います。

　いつでもどこからでも読み、その時に備

えましょう。

　

も
し
、
キ
ッ
チ
ン
で
料
理

中
に
大
地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、

「
命
を
守
る
正
し
い
行
動
」
が

と
っ
さ
に
と
れ
ま
す
か
？ 

　

も
し
、
身
近
で
大
震
災
や

火
災
な
ど
が
起
こ
っ
た
場
合

に
役
に
た
つ
グ
ッ
ズ
を
ご
紹

介
し
ま
す
。　

　

小
さ
な
子
供
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
、
誰
で
も
簡
単
に
初
期
消
火
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
『
投
て
き
用
消
火
用
具
フ
ァ
イ
テ
ッ
ク
』
で
す
。 

世
界
一
簡
単
な
消
火
器
の
革
命

簡
単
一
発
！
消
火
ボ
ト
ル
を
ご
紹
介
！（読売新聞より参照）

くらしのなかに 防災ニッポン！～ネット上に開設～



？！？

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
っ
て
な
あ
に
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ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
、
発

症
後
、
極
め
て
短
い
時
間
の
う

ち
に
全
身
に
あ
ら
わ
れ
る
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
で
す
。

　

主
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
物
質

に
触
れ
る
、
食
べ
る
（
飲
む
）
、

吸
い
込
む
こ
と
で
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。

【ど
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
の
？
】

　

複
数
の
臓
器
（
皮
膚
、
粘
膜
、

呼
吸
器
、
消
化
器
、
循
環
器
な
ど
）

や
全
身
に
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

【ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と

は
？
】

　

こ
の
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に

よ
っ
て
、
血
圧
の
低
下
や
意
識

障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
生
命
を
脅
か
す

危
険
な
状
態
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
生
命
に
危
険
な
状
態
を

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク

と
い
い
ま
す
。

【
複
数
の
症
状
が
み
ら
れ
た
ら

　
　

『ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
』
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
れ
ま
せ
ん
】

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
症
状

は
様
々
で
す
。

　

も
っ
と
も
多
い
の
は
、
じ
ん

麻
疹
や
赤
み
、
か
ゆ
み
な
ど
の

『
皮
膚
の
症
状
』
で
す
。

　

次
に
く
し
ゃ
み
や
咳
、
ぜ
い

ぜ
い
、
息
苦
し
さ
な
ど
の
『
呼

吸
器
の
症
状
』
と
、
目
の
か
ゆ

み
や
む
く
み
、
唇
の
腫
れ
な
ど

の
『
粘
膜
の
症
状
』が
多
い
で
す
。

　

そ
し
て
腹
痛
や
嘔
吐
な
ど
の

『
消
化
器
の
症
状
』
、
さ
ら
に
は
、

血
圧
低
下
な
ど
『
循
環
器
の
症

状
』
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
複
数
の
臓

器
に
わ
た
り
全
身
に
急
速
に
あ

ら
わ
れ
る
の
が
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
の
特
徴
で
す
。

　

特
に
、
急
激
な
血
圧
低
下
で

意
識
を
失
う
な
ど
の
『
シ
ョ
ッ

ク
症
状
』
も
一
割
程
み
ら
れ
、

こ
れ
は
と
て
も
危
険
な
状
態
で

す
。

【ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
可
能
性
が

高
い
場
合
】

　

三
つ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
場
合
は
、
ア
ナ
フ
ィ

ラ
キ
シ
ー
の
可
能
性
が
高
い
と

さ
れ
ま
す
。
（
左
記
参
照
）

【症
状
が
出
る
ま
で
の
時
間
は
、
ア

レ
ル
ゲ
ン
に
よ
っ
て
こ
と
な
り
ま
す
】

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の
特
徴

の
ひ
と
つ
は
、
短
時
間
で
症
状

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

　

症
状
が
出
る
ま
で
の
時
間
は
、

ア
レ
ル
ゲ
ン
や
患
者
さ
ん
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。

　

薬
物
や
蜂
毒
は
直
接
体
内
に

入
る
た
め
、
早
く
症
状
が
出
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
食
べ
物
は
胃

や
腸
で
消
化
さ
れ
吸
収
さ
れ
る

ま
で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

症
状
が
出
る
ま
で
薬
物
や
蜂
毒

よ
り
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が

多
い
で
す
。

　

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
原
因

で
心
停
止
に
至
っ
た
例
の
、
心

停
止
ま
で
の
平
均
時
間
は
、
薬

物
で
五
分
、
蜂
毒
が
十
五
分
、

食
物
で
は
三
〇
分
と
い
わ
れ
ま

す
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
が
す

べ
て
心
停
止
に
至
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
。

　

ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

は
、
一
度
お
さ
ま
っ
た
症
状
が

再
び
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
二
相
性
反
応
）
。

　

「
お
さ
ま
っ
た
か
ら
大
丈
夫
」

と
安
心
は
せ
ず
、
す
ぐ
に
病
院

で
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
国
内
で
も
医
療
従
事
者
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
厚

生
労
働
省
は
３
月
９
日
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
女
性
９
人
に
、

「ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
報
告
さ
れ
た
と
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

全
員
、
症
状
は
改
善
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は

命
に
関
わ
る
こ
と
も

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
の

症
状
と
は
・
・

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
）

アナフィラキシーの可能性が高い場合

突然（数分～数時間）、皮膚や粘膜の症状があらわれ、
さらに、呼吸器系の症状あるいは血圧の低下などのうち
少なくとも 1つの症状がある場合

抗原と疑われるものに触れる、あるいは食べたり飲んだ
りした数分～数時間後、次の症状のうち 2つ以上が突然
あらわれた場合

すでに抗原とわかっているものに触れる、あるいは食べ
たり飲んだりした数分～数時間後、血圧の低下がみられ
た場合

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
っ
て
な
あ
に

皮膚の症状 ( 全身）
・じん麻疹
・かゆみ
・皮膚が赤くなる

粘膜の症状
・唇、舌、口の中が腫れる
・まぶたが腫れる

呼吸器系の症状
・息切れ
・咳
・呼吸音がゼーゼー、
ヒューヒューする
～あるいは～
・血圧の低下
・倒れる
・失禁する

皮膚の症状 ( 全身）
・じん麻疹
・かゆみ
・皮膚が赤くなる

粘膜の症状
・唇、舌、口の中が腫れる
・まぶたが腫れる

・血圧の低下
・倒れる
・失禁する

呼吸器系の症状
・息切れ
・咳
・呼吸音がゼーゼー、
ヒューヒューする

消火器系の症状
・強い腹痛
・嘔吐

・頭痛

！
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